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参考にしたガイドライン
・ IFRS 財団「国際統合報告フレームワーク」 
・ GRIスタンダード 
・ ISO26000「社会的責任に関する手引」 
・  経済産業省 
「価値協創のための統合的開示・対話ガイダンス」

対象組織
雪印メグミルク株式会社およびグループ会社（ただし、
すべての情報を網羅しているわけではありません）

対象期間
2025年4月1日～2026年3月31日 

（一部に上記以外の情報も含む）

見通しに関する特記事項
　本レポートに記載されている事業予測などの将来に
関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき、雪
印メグミルクグループが判断した見通しであり、その達
成を雪印メグミルクグループとして約束する趣旨ではあ
りません。また、実際の業績などは、業況の変化などに
より、本レポートの予想数値と異なる場合があります。

「雪印メグミルクレポート2026（統合報告書）」の発行にあたって

編集に込めた思い

雪印メグミルクレポート  
発行責任者
常務執行役員

畑本 二美

　本年度より、各種開示資料の一貫性向上に
取り組み、共通の考え方とメッセージに基づく
情報発信を進めています。それぞれの媒体の役
割に応じた情報発信を通じて、当社グループの
目指す方向性をより分かりやすくお伝えするこ
とを目指しています。
　本レポートは、「Next Design 2030」の実
現に向けた考え方と進捗を軸に、当社グループ
がどのような価値創造を目指しているのかを分
かりやすくお伝えすることを意識して編集しま
した。事業戦略に加え、成長を支える人的資本
をはじめとする無形資産への取組みについても
ご紹介しています。
　本レポートが、当社グループの目指す方向性
や価値創造への取組みをご理解いただく一助
となり、当社グループの持続的な成長に向けた
皆様との対話につながれば幸いです。

経営計画「Next Design 2030」の進捗状況
2026年度 お伝えしたい内容

  社会課題解決と経済性の同期化を追求し、実現していくことを志向
  この実現に向け、2025年度に「第2の創業」ともいえる大変革を行う
「Next Design 2030」を策定、現在は着実に実行中

有価証券報告書統合報告書 決算説明会資料株主総会資料

雪印メグミルクレポート 2026ビジネスの全体像は？ 長期の 
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食の持続性は
私たちが支えます。

03



雪印メグミルクグループの理念体系

存在意義・志

雪印メグミルク 
バリュー

雪印メグミルクグループ 
企業行動憲章

創立者の一人である黒澤酉蔵は、「酪農は大地の力を豊かにし、その豊かな大地から生み出された牛乳・乳製品は最高の栄養食品として健やかな精
神と強靭な身体を育む」という「健土健民」の考えを掲げ、当時の社会課題である「安定的で豊かな食生活の実現」に挑みました。そして現代、創業の
精神である「健土健民」を「社会課題を解決する精神」として捉え直し、これから先の社会課題である食の持続性の実現に向けて、ステークホルダー
の皆様とともに好循環の輪を拡げていく決意のもと、創業100周年の2025年に「健土健民」を企業理念にあたる「存在意義・志」と定めました。

創業の精神「健土健民」を 
「存在意義・志」に

雪印メグミルクグループの理念体系は、企業理念にあたる「存在意義・志」と「雪印メグミルク バリュー」
「雪印メグミルクグループ 企業行動憲章」の3つで構成されています。

存在意義・志を達成す
るための行動において
グループ役職員一人
ひとりが大切に考える
共通の姿勢・価値観

主体性
前例に捉われず 
自ら動き出そう

チャレンジ
パイオニア精神のもと 

恐れず挑戦しよう

チームワーク
志を同じくする仲間と 

ともに切り拓こう

存在意義・志を体現するうえで前提となるステークホ
ルダーからの信頼を得るために大切にしたい基本姿勢

雪印メグミルクグループ 企業行動憲章  
  https://www.meg-snow.com/ 
corporate/purpose/charter/

存在意義・志

コーポレートスローガン

私たちは社会課題に挑む精神で、 
人と自然が健やかにめぐる 
食の未来を育んでいきます。

存在意義・志のステートメント

雪印メグミルクレポート 2026 04ビジネスの全体像は？ 長期の 
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社会課題の解決／蓄積された強み 「健土健民」の精神で、変わりゆく時代に向き合い、社会課題の解決に取り組んできました。 
その中で蓄積された強みにより、新たな価値創造につなげていきます。

生きるための安定的な 
栄養補給が望まれた時代

日本は古くから自然災害や戦
争などの有事により、深刻な
栄養不足に直面してきました。

1900年代 前半

食の多様化が進んだ 
食文化の黎明期

戦後、栄養改善の取組みや高
度経済成長に伴い、日本の食
生活は豊かになっていきまし
た。1970年の大阪万博を機
に、海外の食文化も流入。ファ
ストフードなど外食産業も開
花しました。

1900年代 後半

食の安全・安心に 
関心が寄せられた時代

食への信頼を揺るがす問題
が、次 と々起きた時代。食の安
全・安心を担保するための基
準やトレーサビリティの確保
など、行政の仕組みづくりが進
み、食の安全に対する生活者
の意識も高まりました。

2000～2010年頃
「健康志向の食品」が 

健康寿命延伸の 
支えとなる時代

平均寿命だけでなく、健康で
自立した生活が可能な期間を
示す「健康寿命」の延伸に注
目が集まる中、世界有数の長
寿国の日本では、優れた健康
志向食品に高い関心が寄せら
れています。

2010年頃～2025年

食の持続性への 
危機意識が高まる時代

世界人口はここ数十年で急激
に増加し、2030年までに85
億人に達すると予測※2されて
います。人口増加とともに、食
料など、生活に欠かせない資
源の需給のひっ迫が懸念され
ています。

これからの時代

食
に
対
す
る
意
識
の
変
化

乳製品を通じて 
栄養補給の課題を解決

「北海道酪農の発展と乳製品
による国民の栄養改善と体位
向上を目指す」理念のもと、
1925年、雪印メグミルクの前
身の一つ「北海道製酪販売組
合」が設立されました。最初に
製造販売した「雪印 北海道バ
ター」は、発売後も工夫を重ね
て原料、包装、輸送、貯蔵の改
善に努め、日本の食卓に広が
るだけでなく、栄養不足解消
に大きく貢献しました。

多様な乳製品で 
食の多様化に貢献

戦後、食の西洋化が急速に進
み、チーズなどを食べる機会が
増えるとともに、ニーズも増えて
いきました。一つひとつ包装さ
れて食べやすい「6Pチーズ」、パ
ンにのせやすい「スライスチー
ズ」、「ストリングチーズ（さける
チーズ）」を販売。多様な商品
で、日本の食卓に新しい食文
化を提案していきました。

信頼の再構築に向けて 
経営改革を断行

2000年と2002年の２つの事
件※1を契機に、品質に関わる
対応と再発防止策の徹底を含
め、経営改革を進めました。製
品出荷検査の強化、お客様セ
ンター（フリーダイヤル365日
対応）、食品衛生研究所、企業
倫理委員会の設置が一例で
す。過ちを二度と繰り返さない
ため、食の安全・安心を大前提
とした取組みを行うとともに、
豊かな食文化を支え続けます。

健康ニーズに応える 
新製品を次 と々投入

2011年に雪印メグミルクとし
て新たにスタートした私たち
は、人々の健康と豊かな食生
活を支えています。健康寿命
の延伸は重要な社会課題であ
り、事業機会でもあります。例
えば、肥満気味の方の内臓脂
肪を減らし、腸内環境を改善
する「ガセリ菌SP株」や、骨密
度を高める機能が確認されて
いる希少たんぱく質MBP®を
使用した商品を通じ、健康ニー
ズにアプローチしています。

グローバルな 
「食」の課題解決へ

私たちは食の持続性の実現を
経営の重要課題としています。
来たるべき乳資源の不足に対
して、植物性素材「えんどう
豆」に着目し、プラントベース
フード市場に参入しました。ま
た、経営計画「Next Design 
2030」のもと、乳の価値を向
上し、需給構造を転換する取
組みを進め、社会課題解決に
挑んでいきます。

「雪印 北海道バター」
お客様センター

「ナチュレ 恵 megumi  
えんどう豆生まれ プレーン」

企
業
活
動
を
通
じ
た
課
題
解
決

ミルクバリューチェーン

酪農、生産から消費者
までの各工程で培った
幅広い知見や機能「ミ
ルクバリューチェーン」
を活かし、新しい成長
領域へチャレンジして
います。

イノベーションに 
つながる技術力

ミルクを中心とした基
礎研究、研究の成果を
商品化するあらゆる力
を集めてイノベーショ
ンを起こす技術力が
備わっています。

信頼とブランド力

日本の酪農とともに歩
み、生まれた多くのロ
ングセラー商品と、徹
底した品質管理で、幅
広いステークホルダー
の皆様から信頼を獲
得し、ブランド価値を
高めています。

蓄積された強み

「 恵 megumi ガセリ菌SP株 
ヨーグルト ドリンクタイプ」

「MBPドリンク」

「6Pチーズ」 「スライスチーズ」

「ストリングチーズ」 
（現：「さけるチーズ」）

※1  2000年：雪印乳業食中毒事件 
2002年：雪印食品牛肉偽装事件

※2 国際連合人口推計
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2025年度

乳製品 バター、マーガリン類、チーズ、練乳・スキムミルク、機能性食品・素材など

全国家庭用 推計販売金額 2025年度 雪印メグミルク市場シェア（2025.4-2026.3）
（出典）インテージSRI＋ 全国全業態

子会社など
51.0%

バター 
12.2%
油脂 
3.4%
チーズ 
22.6%
その他の 
乳製品 
10.8%

国内市場シェア売上高構成比

バター

51.9%

1位

油脂

52.9%

1位

チーズ

26.6%

1位

飼料・種苗 飼料、種苗（牧草・飼料作物・野菜）、緑化造園など

売上高構成比

2025年度

種苗など 
19.4%

飼料 
80.6%

2025年度

飲料・デザート類 牛乳・乳飲料、ヨーグルト、果汁・野菜・清涼飲料、デザートなど

国内市場シェア 全国家庭用 推計販売金額 2025年度 雪印メグミルク市場シェア（2025.4-2026.3）
（出典）インテージSRI＋ 全国全業態

売上高構成比

デザート・ 
生クリーム 
10.7%

その他の 
飲料類 
1.3%

子会社など
26.2%

白物飲料 
30.0%

色物飲料 
10.8%
ヨーグルト 
21.0%

デザート

17.5%
1位

ヨーグルト

11.3%

2位

乳飲料

12.8%

2位

牛乳
（牛乳+成分調整牛乳）

5.3%

3位

2025年度
営業利益
182億円

2025年度
売上高

6,157億円

現在のビジネスとプレゼンス

雪印メグミルクグループは、乳製品、飲料・デザ
ート類、飼料・種苗などの事業を展開し、人と自
然が健やかにめぐる食の未来を育んでいきます。

収益構造
●その他

391億円
6.3%

●飼料・種苗

479億円
7.8%

●  飲料・ 
デザート類

2,602億円
42.3%

●乳製品

2,684億円
43.6%

●乳製品

105億円
57.6%

●その他

31億円
17.1%

●飼料・種苗

7億円
3.9%

●  飲料・ 
デザート類

39億円
21.4%
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主要指標

売上高（左軸）　 営業利益（右軸） セグメント別 売上高（左軸）　 セグメント別 営業利益（右軸）

総資産　 純資産  PBR

0

1,500

3,000

4,500

6,000

7,500

6,1586,158 6,1576,1576,0546,054
184184 182182

191191

（億円）（億円）

（年度）202520242023
0

50

100

150

200

250

（億円）

4,3104,310 4,2684,2684,3124,312

2,3532,353 2,4072,4072,4802,480

（年度）
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

202520242023

0.80.8

0.70.7

0.80.8

（倍）

（年度）
0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

202520242023

W46.5mm * H41mm

（年度）

（億円）（億円）

9898
104104 105105

2,5922,592 2,6332,633 2,6842,684

0

1,000

2,000

3,000

202520242023
0

50

100

150

W46.5mm * H41mm

（億円）（億円）

5656 5656

3939

2,5602,560 2,6432,643 2,6022,602

（年度）
0

1,000

2,000

3,000

202520242023
0

50

100

150

 調整後ROE※1　  ROIC

（%）

（年度）202520242023

4.54.5 4.54.5 4.34.3

5.15.1
5.45.4

5.85.8

0

2

4

6

8

（億円）（億円）

22 33

77

508508
484484 479479

（年度）
0

200

400

600

202520242023
0

10

20

30

飼料・種苗乳製品 飲料・デザート類

1株当たり配当金（左軸）　 
 資産売却益を除く配当性向（右軸）

（%）（円）

（年度）
0

25

50

75

100

202520242023

100100 100100

8080

※2※2

53.053.0

※3※3
47.447.4

42.142.1

0

20

40

60

80

※2  記念配当20円含む
※3  記念配当除く

※1  資産売却損益および構造改革による一時的な損益を除くROE
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